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皮 膚科領域 にお けるDL-8280の 臨床 的検討

植原八童子

国立霞ケ浦病院皮膚科

(現 医療法人財団荻窪病院皮膚科)

皮膚科領域の各種感 染症26例 に対 しDL-8280を 投与 し,そ の臨床効果 および副作用 について検討

した。投与方法は原則 として1回200mg,1日2回,7日 間 とした。

総合臨床効果は著効10例 を含 む96%に 有効 であった。特に毛の う炎,節 お よび節腫症に効果が優

れて いた。

副作用は消化器症状 を2例 に認 めた。

以上 のことか ら本剤 は皮膚科領域 の感染症 に試 みるべ き薬剤である と考 えられた。

DL-8280は グラム陽性菌お よび グラム陰性菌 に対 して広範囲

な抗菌スペ ク トラムを有す る 新 しい経 口の ピリドンカルボ ン酸

系の抗菌剤で,化 学構造式はFig. 1に 示す とお りである。

従来 この系統の薬剤,例 えばNalidixic acid (NA), Piromi-

dic acid (PA)やPipemidic acid (PPA)な どでは主に グラム陰

性菌にのみ抗菌範囲があ ったが,本 剤では 皮膚科領域の 感染症

で分離頻度の高 い ブ ドウ球菌や レンサ球菌な どに強い抗菌力を

有 してお り,更 に 緑膿菌 を含む グラム陰性菌に も極あて低濃度

で殺菌的抗菌力を有 してい る点に本 剤の特長があ る。

今回,本 剤につい て 皮膚科領 域における 各種感染症に対 して

若干の臨床的評価 を試みたのでその成績 について報告する。

Fig. 1 Chemical structure of DL-8280

I. 臨床的検討

1) 対 象

対象は昭和57年2月 よ り昭和58年2月 までの1ヵ 年

に当院および医療法人財団荻窪病院皮膚科に受診 した外

来患者の うち,毛 の う炎2例,多 発性毛の う炎6例,癌

2例,坐 腫症3例,膿疱 性坐瘡3例,感 染性粉瘤3例 お

よび皮膚疾患 に伴 う二次感染7例 の計26例 である。

重症度は軽症6例,中 等症18例,重 症2例 であった。

2) 投与方法お よび効果判 定

DL-8280は1回200mgを1日2回7日 間投与 を原則

とし,症 状 に応 じて1回200mg1日3回 投与 とした。

併 用薬 は本剤 の効果 判定に影響 を及ぼす ものは避 け,

穿刺 や切開 などの外科 的処置 もできる限 り避 けるよ うに

努 めた。

臨床効果 は対象疾患の性質 を考慮 して判定基準を設け

る ことが必要 であ るが,今 回 はそれ ぞれの疾患の性質と

細 菌学的効果 を併せて配慮 し,そ の臨床効果 を判断 し

た。

病巣分離菌の最小発育阻止濃度(MIC)の 測定は日本

化学療法学会標準法によって行った。

3) 治療成績

臨床検討 を実施 した 全 症 例 の 内 訳 と治 療 成 績 を

Table 1に 示 した。

前記 の基準に従って効果判定を行い,効 果判定不能の

1例 を除 く25例 中,著 効10例(40%),有 効14例(56

%),無 効1例(4%)の 成績 を得た(Table 2)。

特 に毛の う炎,節 お よび節腫症 では著効例 も多く効果

が顕著であ った。

投与 日数の平均 は10日,平 均1日 投 与 量 は400mg

であった。

つ ぎに代表的 な症例 について述べる。

症例No.9 22歳 男 節

4～5日 前よ り左頬部 に強度の発赤,腫 脹を訴 え増大

悪化 したため当院 に受診 した。

病巣 よ りS. aureusを 分離 した。DL-8280を1回200

mg1日3回7日 間投与 した ところ,発 赤,腫 脹,硬 結,

圧痛 は完全に消失 し著効をみた。なお,S. aureusに 対

す るDL-8280のMICは0.78μg/ml, Norfloxacin

(NFLX)の それ は3.13μg/ml, PPAは50μg/mlで あ

った。

症例No.14 38歳 男 膿疱 性坐瘡

3年 前よ り左右顔面 の広範 囲に丘疹,膿疱,発 赤,硬

結 を くりかえ し訴 えて来院 した。
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Table 2 Clinical results of DL-8280

DL-8280を1日600mg投 与 した。投与後7日 目には

主症状がほぼ改善 したので有効 と判断 した。

なお本症例はこれまでに長時間にわたって再発を くり

かえしているので,DL-8280の 投与量 を1日400mgに

減らしさらに7日 間投薬 した。

また病巣より分離 されたSepidemidisのMICは

DL-8280 0.78μg/ml, NFLX 1.56μg/ml, PPA 50μg/

mlで あった。

副作用は,26例 中消化器症状 を訴 えた2例 を認めた。

いずれも投与後3,4日目 に強度の 胃部 不 快 感 を訴え投

与を中止している。

また本剤投与前後 ともに臨床検査 を行 なった症 例は2

例にすぎないが,本 剤によると思われ る検査値異常は認

められなかった。

II. 考 察

DL-8280はNA, PPAな どと同系 のピ リドンカルボ

ン酸系の合成の抗菌剤であるが,こ れ らの薬剤に比べ本

剤はグラム陽性菌にまで抗菌 スペ ク トラムが拡大 され皮

膚科領域で分離頻度 の高いS. aureus, S. epidermidisな

どに強い抗菌力 を有 している1,2)。

また体内動態の面か らも皮膚病巣へ の移行が極 めて良

好である とされている3)。

今 回,26例 の各種皮膚科領域感染症に本剤 を投与 した

ところ,著 効10例 を含 む96%に 有効 であった。

細菌学的 には,病 巣 よ り分離 しえたS. aureus, S. epi-

dermidisの それぞれ2株 計4株 すべてに菌 の消 失 を み

た。

以上 のことか らDL-8280は 皮膚科各種感染症 に安全

性 の高 い有用な経 口の抗菌剤 であると考え られた。
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CLINICAL STUDIES ON DL-8280 IN THE TREATMENT

OF DERMATOLOGICAL INFECTION

YAEKO UEHARA

Department of Dermatology, National Kasumigaura Hospital

(Present Adress : Department of Dermatology, Ogikubo Hospital)

The clinical efficacy of DL-8280, a new pyridone-carboxylic acid analogue, was studied

in 26 patients (10 males and 16 females, 18•`81 years of age) with various soft skin tissue infec-

tions.

The drug was administered orally at daily dose of 200•`600mg to adults for 3•`21 days.

The total amounts were 1.2•`11.2g.

The treatment results were excellent in 10 and good in 14, and its effective rate was 96

%.

Adverse reaction was observed in 2 cases as gastrointestinal disturbance.


